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新型コロナウイルス感染症対策新型コロナウイルス感染症対策

4/7 市長にコロナ対策申し入れ 議会のコロナ対策

各公共施設における対策

公共施設の閉館措置、安全基準の明示

休業・失業者等を支援する対策

生活困窮者等の雇用と労働条件の確保・市職員の追加募集の
検討

6/18 賛成全員で決議

1. 高校生や大学生等の若者たちの学業・生活等を応援する
ため、市の独自策として 1 万円を給付すること。

2. 保護者の負担軽減のため、小中学校・義務教育学校の給
食費の 6 ～ 8 月分を無償化すること。

3. 緊急雇用対策として職員を緊急募集すること。

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、

現在、地方経済は疲弊し、中小企業は大幅な

減収や休廃業・倒産の危機に直面、多くのパー

ト・アルバイト等の方も苦しんでいる。

　国の第 2 次補正予算が成立し、牛久市でも

新たな対策が打ち出されたが、まだまだ

十分とは言えない。

　そこで、次の項目について、早急に実

現するよう求める決議が提出され、賛成

全員で可決した。

コロナ禍で苦しむ市民への支援を

議会の意思、決議を可決！ 市の独自策で市民の負担軽減を !!

医療・福祉・教育関係者への対策

発熱外来・ＰＣＲ検査、無症状・軽症者の療養確保、マスク・
アルコール等の供給等の確保、医療・福祉・教育関係者の
感染症対策の徹底、対策本部の継続等

学校教育に関する休校・学習支援等対策

休校延長、通常授業に代わる授業・学習の確保、生活指導
の拡充、児童クラブでの対応、柔軟な登校の検討

○議場コンサートの延期

○議会運営上の変更（3 密回避の対策）

審議の状況により執行部答弁者の入れ替えを

行う等、人数の調整を図る。議員間のフィジカルディ

スタンス確保のため、一定のルールのもと議席の一時

移動を認める。

本会議

一般質問 6 月議会は、長時間の密状況を回避するため

質問者の人数を各会派 1 人、無会派 1 人の合計 6 人に

抑制。通常の議会では 15 ～ 18 人が一般質問に立つ。

各委員会 常任委員会等の審査は、執行部の説明員数

を抑えるため所管の部局等ごとに入れ替え。

傍聴席 傍聴者にはマスク着用のお願い。議員が傍聴

席に移動することも可とした。

　3 月 20 日 ( 金 )、議場で開催予定だった「議場コンサー

ト」を感染拡大防止の観点から延期。

特集

　いまや全世界で猛威を振るっている新型コロナウイルス。牛久市でも、国による学校の全国一斉休校をはじ

めとし、4 月 6 日に県より「感染拡大要注意市町村」に指定され、緊急事態宣言発出以降の外出自粛要請など

による経済の冷え込み等、私たち市民の暮らしは深刻な状況に陥っています。

　牛久市議会は、この間、国、県にさまざまな要望を上げるとともに、議会運営上の留意点

を協議し、牛久市に対しても独自施策の実施を求める行動を起こしてきました。

　今号では、その主な取り組みを紹介します。

市民の命、暮らしを守るために

事業者等の経済活動を支援する対策

倒産防止のための信用保証、特別貸付、市の助成等に関す
る広報の徹底と迅速な執行、エスカード牛久・牛久シャトー
への影響と対策

　以上について、申し入れを行い、4 月 23 日に回答を得た。

5/1要望書提出　5/12早期実施を求める決議

　5 月 1 日、市に対し独自施策 7 項目を求める要望書を

提出し、5 月 12 日の第 1 回臨時会で、早期に実施する

よう求める決議を賛成全員で可決した。

1. 県と連携し、一般外来と分離を厳格にした発熱外来、Ｐ
ＣＲ検査ができる環境を整備することやマスク、アル
コール等を確保し、関係機関への供給を保障すること。

2. 子どもの食の確保へ手立てを講じること。
3. 減収世帯に対する税等の納入期限を延長すること。
4. 市内事業者に市独自の持続化給付金を給付すること。
5. 小規模事業者等の融資を受けやすくすること。
6. 緊急雇用対策として職員

募集を行うこと。
7. 新型コロナウイルス感染

症に関する相談窓口の設
置と分かりやすい広報・
説明に努めること。

市の独自施策７項目を要望

5月1日要望書提出
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　牛久市議会では、牛久市に対してのみならず、国（内閣総理大臣等）や県（茨城県知事等）に対する意見書も
提出しています（地方自治法第９９条の規定に基づく）。
　新型コロナウイルス感染症に関係する意見書の提出状況は以下のとおりです。

▽国に対する意見書
①「新型コロナウイルス感染症対策の充実を求める意見書」（令和２年第１回定例会）
　・感染拡大を防ぐための情報提供、地方自治体との連携、相談や検査体制、財政支援等を含めた、新型コロナウイルス感染症対

策の充実を求めるもの

②「新型コロナウイルス感染による深刻な経済状況から脱出するために、国に緊急な経済対策を求める意見書」
　  （令和２年第２回定例会）
　・国における現在の新型コロナウイルス感染症対策に係る経済施策について、施策・手続き・金額等の不十分な状況を一刻も早

く改善することが求められていることから、国において経済対策を早急に取り組むよう強く要請するもの

③「新型コロナウイルス感染症対策における給付の簡素化と迅速な対応を求める意見書」 （令和２年第２回定例会）
　・持続化給付金の申請手続きを更に簡素化することや、雇用調整助成金の休業手当助成の拡充と申請から給付までの時間の短縮、

及び中小企業に対するコロナ関連融資の拡充などを求めるもの

▽県に対する意見書
①「新型コロナウイルスの感染に係わる茨城県に対する意見書」 （令和２年第１回臨時会）
　・県において、県の独自施策として検査医療体制の整備や県税の納付猶予制度の周知徹底等を求めるとともに、国の施策として

実施・変更が必要な事項について県から国に求めることを要請するもの（ICT 教育の推進、臨時地方交付金の増額、休業補償

の実施等）

　
利
根
川
英
雄
議
員
は
、
議
員
と
し
て

35
年
以
上
在
職
し
、
長
き
に
わ
た
る
市

政
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
か
ら
、
全

国
市
議
会
議
長
会
及
び
茨
城
県
市
議
会

議
長
会
よ
り
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
６
月
18
日
の
定
例
会
最
終

日
に
、
議
場
に
お
い
て
石
原
議
長
よ
り

表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
規
定
に
よ
り
町
議
時

代
の
３
年
を
市
議
１
年
分
と
し
て
換
算

　
左
記
の
と
お
り
、
議
員
の
欠
員
に
伴

う
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

議
会
議
員

加
川
　
裕
美

【
訂
正
の
ご
案
内
】

議
会
だ
よ
り
１
０
１
号
・
柳
井
議
員
の

一
般
質
問
の
一
番
目
の
答
弁
者
が
「
環

境
経
済
部
長
」
と
あ
る
の
を
「
市
長
」

と
訂
正
し
ま
す
。

国や県に対する意見書の提出国や県に対する意見書の提出

議  

　
員  

　
表  

　
彰

補補    

　
欠
　
欠    

　
選
　
選    

　
挙
　
挙

議会だより発行までの作業見直し
　議会だよりの発行は、7人の議員がその役割を担っています。これまで委員全員で原稿チェックや写真撮影、選定等の作業を長時間
にわたり 3密状態で行っていました。
　しかし、今回のコロナ禍で作業全体の効率化と議員の安全性確保の両立を目指し、一人一人の役割の明確化とＩＣＴの活用で密回避を図ることとなりま
した。
　委員みんなでの活発な論議を生かしつつ、変革へのいいきっかけとなったともいえます。広報常任委員会の内なる挑戦は、これからも続いていきます！

密回避

「牛久市第４次総合計画基本構想に対する
提言書」を提出しました

　７月１０日に、市議会は「牛久市第４次総合計画基本構想

に対する提言書」を市長へ提出しました。

　令和２年第１回定例会において、「牛久市議会の議決すべき

事件に関する条例」が制定され、議会の議決すべき事件として、

総合計画の基本構想の策定・変更に関することが加わりまし

た。このことから牛久市議会では、第４次総合計画基本構想

の策定段階から議会が積極的に関わり、委員会として集中的

に審議し、提言することを目的として「総合計画基本構想検

討特別委員会」を設置しました。この委員会において、市執

行部から提示され

た基本構想案をも

とに検討及び議論

を重ねてまいりま

した。その結果を

取りまとめ、提言

書としたものです。

7月10日提言書提出



牛久市議会だより 一般質問　　　　　第102号（4）令和２年７月31日　　一般質問の記事は、質問者自身の責任において書いております

教育と福祉の連携を

ＰＣＲ検査、患者の分離療養の
受け入れ能力の状況は

（答弁）きめ細かな支援が切れ目なく行えるよう対応する

（答弁）最大検査可能数は 300 件、重症者用 30 床を確保している

質
問   

児
童
生
徒
へ
の
食

の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

（
保
健
福
祉
部
長
）

生
活
資
金
に
関
す
る
相
談

は
あ
っ
た
が
、
食
の
相
談

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

学
校
給
食
が
な
い
中
で
潜

在
的
に
食
の
支
援
が
必
要

な
児
童
生
徒
が
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
今
後

は
、
食
の
支
援
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

実
施
可
能
な
対
策
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
し
て
い

く
。

質
問   

子
ど
も
た
ち
の
相

談
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

（
教
育
長
）
き
ぼ

う
の
広
場
で
、
心
配
事
や

悩
み
事
の
相
談
が
で
き
る

こ
と
を
改
め
て
周
知
し
、

中
学
生
用
の
い
じ
め
報
告

相
談
ア
プ
リ
「
ス
ト
ッ
プ

イ
ッ
ト
」
は
、
ど
ん
な
相

談
で
も
で
き
る
こ
と
を
周

知
し
た
。

質
問   

教
育
と
福
祉
の
連

携
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

（
保
健
福
祉
部
長
）

子
ど
も
の
所
属
す
る
機
関

と
週
1
回
連
絡
を
と
り

あ
っ
て
い
る
。
教
育
と
福

祉
等
が
連
携
す
る
こ
と
に

よ
り
、
き
め
細
か
な
支
援

が
切
れ
目
な
く
行
え
る
よ

う
対
応
し
て
い
く
。

質
問   

日
本
は
ま
と
も
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き
ず
、

集
中
治
療
室
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）

も
体
外
式
膜
型
人
工
肺

（
Ｅエ

ク

モ

Ｃ
Ｍ
Ｏ
）
も
足
り
ず
、

そ
れ
ら
を
操
作
で
き
る
医

療
ス
タ
ッ
フ
も
病
院
施
設

も
足
り
な
い
。
市
内
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
ど
の
程
度
増

え
た
の
か
。
ま
た
、
無
症

状
・
軽
症
、
重
症
の
方
に

対
す
る
分
離
療
養
の
受
け

入
れ
能
力
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。

答
弁 

（
保
健
福
祉
部
次
長
）

県
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
受
け

入
れ
可
能
件
数
は
、
５
月

21
日
現
在
、
１
日
当
た
り

３
０
０
件
程
度
で
、
現
在

ま
で
の
１
日
当
た
り
の
最

大
検
査
件
数
は
、
１
７
５

件
で
あ
る
。

　

無
症
状
・
軽
症
者
は

県
内
最
大
１
７
５
室
、

１
９
５
名
受
け
入
れ
可

能
。
重
症
者
は
30
床
確
保

し
、
稼
働
率
は
４.

３
％

で
あ
る
。

小
中
学
生
に
タ
ブ

レ
ッ
ト

質
問   

３
月
２
日
か
ら
通

常
授
業
が
で
き
な
い
状
況

の
中
で
、
学
習
は
ど
の
程

度
カ
バ
ー
で
き
た
の
か
、

緊
急
事
態
に
お
け

る
学
校
の
教
育
活

動
の
あ
り
方

質
問   

同
時
双
方
向
型
の

「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」
を

展
開
す
る
上
で
の
課
題
は

何
か
。
今
後
の
展
開
は
。

答
弁 

（
教
育
長
）
ネ
ッ

ト
接
続
環
境
調
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
す
べ

て
の
家
庭
が
接
続
環
境
に

あ
る
が
、
子
ど
も
だ
け
で

接
続
で
き
る
家
庭
は
75
．

５
％
、
通
信
料
を
気
に
せ

ず
動
画
を
視
聴
で
き
る
家

庭
は
89
％
だ
っ
た
。ま
た
、

市
内
学
校
は
ア
ク
セ
ス
が

集
中
す
る
と
、
動
画
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
。

　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
を
受
け
て
、
児
童

生
徒
1
人
1
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
や
校
内
高
速
Ｌ
Ａ

Ｎ
環
境
を
10
月
末
に
は
整

備
す
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

質
問   

授
業
時
数
の
確
保

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
弁 

３
週
間
分
不
足
す

る
た
め
、
夏
休
み
を
短
縮

す
る
こ
と
で
確
保
す
る
。

質
問   

「
９
月
入
学
」
の

考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

（
市
長
）「
教
育
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
等
を
考

え
る
と
、
賛
成
の
立
場
だ

が
、
社
会
全
体
の
制
度
設

計
な
ど
十
分
な
議
論
の
上

で
、
慎
重
に
判
断
す
べ
き

も
の
と
考
え
る
。

そ
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に

カ
バ
ー
す
る
の
か
。
ま

た
、
私
は
こ
の
間
、
通
常

時
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
発
展

の
た
め
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

等
の
配
布
を
主
張
し
て
き

た
が
、
い
ま
、
緊
急
時
の

在
宅
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を

保
障
す
る
た
め
に
も
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
等
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
が
、
明
ら

か
に
な
っ
た
。
牛
久
市
が

小
中
学
生
約
７
千
人
に
１

人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
貸

与
を
決
め
た
が
そ
の
経
緯

を
聞
く
。

答
弁 

（
教
育
長
）
プ
リ

ン
ト
等
の
作
成
配
布
、
電

話
連
絡
等
で
児
童
生
徒
の

学
習
・
生
活
状
況
の
把
握

に
努
め
た
。
５
月
１
日
か

ら
は
、
小
学
校
で
は
週
１

回
の
家
庭
訪
問
、
中
学
校

で
は
課
題
確
認
日
を
設
け

個
別
登
校
を
実
施
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

は
10
月
末
ま
で
に
児
童
１

人
１
台
の
端
末
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
コ
ロ

ナ
第
２
波
に
対
応
で
き
る

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
環
境

を
作
っ
て
い
く
。

　

授
業
時
数
は
３
週
間
分

の
不
足
が
あ
り
、
夏
休
み

等
を
短
縮
し
補
っ
て
い

く
。給

食
費
の
負
担
軽

減
を

質
問   

就
学
援
助
受
給
者

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で

基
礎
疾
患
の
あ
る

避
難
者
へ
の
対
応

質
問   

ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
と
重
篤
化
し
や
す
い

人
は
優
先
し
て
指
定
避
難

所
に
受
け
入
れ
る
体
制
を

と
っ
て
は
ど
う
か
。

答
弁 

（
市
民
部
次
長
）

高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
方

を
含
め
、
避
難
者
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
り
、
在
宅
避

難
や
親
類
、
友
人
宅
な
ど

へ
の
避
難
を
最
優
先
さ

せ
、
市
の
避
難
場
所
へ
の

避
難
者
を
減
ら
す
こ
と
が

重
要
。
密
集
を
避
け
る
た

め
、
避
難
所
の
収
容
人
数

を
３
分
の
１
程
度
と
し
、

可
能
な
限
り
多
く
の
避
難

所
を
開
設
す
る
こ
と
や
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
等
の
宿
泊

施
設
の
活
用
な
ど
、
感
染

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

援
助
を
受
け
て
い
な
い
多

く
の
家
庭
が
、
自
営
業
で

は
大
幅
な
売
上
減
や
休
廃

業
、
多
く
の
パ
ー
ト･

ア

ル
バ
イ
ト
等
の
方
が
解
雇

や
無
給
休
業
、
大
幅
減
収

に
苦
し
ん
で
い
る
。ま
た
、

長
期
休
校
で
食
費
は
か
さ

ん
で
い
る
た
め
、
土
浦
市

や
古
河
市
の
よ
う
に
、
例

え
ば
給
食
費
を
３
カ
月
分

ほ
ど
無
償
化
し
た
ら
ど
う

か
。

答
弁 

（
教
育
部
長
）
就

学
援
助
制
度
で
支
え
て
い

き
た
い
。

住
居
確
保
給
付
金

の
拡
大

質
問   

住
居
確
保
給
付
金

は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
省
令

改
正
で
、
支
給
要
件
の
緩

和
が
図
ら
れ
た
。
牛
久
市

の
支
給
状
況
は
。

答
弁 

（
保
健
福
祉
部
長
）

５
月
20
日
現
在
で
相
談

件
数
は
54
件
だ
が
、
収

入
・
資
産
要
件
等
で
合
致

せ
ず
、
申
請
及
び
支
給
決

定
件
数
は
９
件
、
総
額

１
０
８
万
５
千
円
。

　公明党　秋山泉 議員

市民クラブ　杉森弘之 議員

教育
・
福祉

教育
・
福祉

医療用サージカルマスク

市政に対する一般質問 行財政教育・福祉 防　災
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緊急時に市の事業が継続できる
体制づくりは

防災ラジオを活用して速やかな
情報伝達を

（答弁）業務を区分して緊急時でも対応できるよう計画を策定する

（答弁）災害弱者の方への配布を計画していく。販売も検討していく

情
報
の
発
信
・
周

知
方
法

質
問   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の

情
報
発
信
を
様
々
な
方
法

で
行
っ
て
い
る
の
は
承
知

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
当
市
に
お
け
る
情
報
発

信
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

き
た
か
。

答
弁 

（
市
長
公
室
長
）

市
で
は
様
々
な
ツ
ー
ル
を

利
用
し
て
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る
。
市
民
の
皆

様
の
適
切
な
対
応
に
よ
り
、

市
内
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
は

発
生
し
て
い
な
い
。

質
問   

要
支
援
者
や
独
居

高
齢
者
に
対
し
て
、
防
災

ラ
ジ
オ
の
配
布
や
購
入
の

一
部
補
助
を
行
い
、
速
や

か
な
情
報
伝
達
の
一
助
に

な
れ
ば
と
考
え
る
が
市
の

方
針
は
。

答
弁 

（
市
民
部
長
）
防

災
無
線
は
新
た
な
シ
ス
テ

ム
移
行
を
計
画
し
て
い
る
。

防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
、

災
害
弱
者
と
言
わ
れ
る
方

へ
の
配
布
を
計
画
し
て
い

る
ほ
か
、
販
売
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

学
校
教
育
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策

質
問   

長
期
に
わ
た
る
休

校
で
学
習
の
遅
れ
に
大
き

な
不
安
を
抱
え
る
保
護

者
、
児
童
、
生
徒
が
多
い
。

市
の
こ
れ
ま
で
の
対
応
と

今
後
の
方
針
は
。

答
弁 

（
教
育
長
）
休
校

の
間
、
課
題
を
配
布
す
る

と
と
も
に
学
校
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
し
、
か
っ
ぱ
メ
ー
ル
で

周
知
す
る
こ
と
で
対
応
し

て
き
た
。
そ
し
て
電
話
連

絡
、
家
庭
訪
問
等
で
状
況

を
確
認
し
て
き
た
。
さ
ら

に
ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
、
県

の
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
タ
デ
ィ

で
課
題
の
確
認
を
進
め
て

き
た
。
し
か
し
臨
時
休
業

に
お
い
て
授
業
日
数
が
約

３
週
間
分
不
足
し
て
い

る
。
そ
こ
で
夏
休
み
を
短

縮
し
遅
れ
を
取
り
戻
す
方

針
で
あ
る
。

質
問   

臨
時
休
業
に
よ
り

生
活
リ
ズ
ム
が
大
き
く
変

化
し
た
。
児
童
や
生
徒
は

大
き
な
不
安
や
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
て
い
る
。
ス
ト
レ

ス
が
い
じ
め
に
つ
な
が
る

こ
と
は
防
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
児
童
や
生
徒
の

ケ
ア
の
方
針
は
。

答
弁 

担
任
が
個
別
に
声

掛
け
や
面
談
を
し
、
心
身

の
状
況
の
把
握
に
努
め
て

き
た
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
の
面
談
利
用
を

図
り
、
相
談
体
制
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。

質
問   

教
育
現
場
で
の
感

染
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
。

答
弁 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
、
感
染
防
止
の
指

針
と
し
て
い
く
。

　

エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る

が
換
気
は
行
う
。
感
染
リ

ス
ク
の
高
い
学
習
活
動
は

当
面
の
間
、見
合
わ
せ
る
。

牛
久
シ
ャ
ト
ー
の

今
後

質
問   

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
事
業
者
は
苦
し

ん
で
い
る
が
、
牛
久
シ
ャ

ト
ー
は
行
政
に
よ
っ
て
守

ら
れ
て
い
る
と
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。
市
の
考
え

は
。
ま
た
新
た
な
取
り
組

み
は
。

答
弁 

（
経
営
企
画
部
長
）

第
三
セ
ク
タ
ー
と
言
え
ど

も
、
民
間
事
業
者
と
変
わ

り
な
く
、
厳
し
い
経
営
で

あ
る
。
若
手
職
員
に
よ
る

特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
発
足
さ
せ
た
。

　無会派　山本伸子 議員

新政会　諸橋太一郎 議員

行財政

防　災

市政に対する一般質問 行財政教育・福祉 防　災

質
問   

市
民
生
活
の
維
持

に
必
要
不
可
欠
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
、
緊
急
事
態

に
お
い
て
も
優
先
順
位
を

つ
け
提
供
し
て
い
く
た
め

に
『
業
務
継
続
計
画
』
を

策
定
す
べ
き
で
は
。

答
弁 

（
総
務
部
長
）
業

務
を
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
応
の
た
め
に
新

た
に
発
生
す
る
感
染
症
対

策
業
務
」「
継
続
業
務
」「
縮

小
・
延
期
業
務
」「
中
止
業

務
」
の
４
つ
の
区
分
で
運

用
を
定
め
、
職
員
の
感
染

状
況
や
出
勤
率
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
実
施
し
て
い

く
よ
う
に
計
画
を
策
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
新
し
い
日
常
」に

電
子
図
書
館
の
考

え
は

質
問   

い
つ
で
も
ど
こ
で

も
電
子
書
籍
を
借
り
返
せ

る
電
子
図
書
館
は
休
館
中

も
市
民
に
読
書
環
境
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　

　

県
内
で
電
子
図
書
館
を

導
入
し
て
い
る
自
治
体
と
、

市
へ
の
導
入
の
考
え
は
。

答
弁 

（
教
育
部
長
）
水

戸
市
、
土
浦
市
、
龍
ケ
崎

市
、
守
谷
市
、
鹿
嶋
市
、

潮
来
市
、
筑
西
市
の
７
市

が
導
入
し
て
お
り
、
メ

リ
ッ
ト
は
延
滞
が
発
生
し

な
い
こ
と
や
書
籍
が
劣
化

し
な
い
こ
と
な
ど
、
デ
メ

リ
ッ
ト
は
電
子
書
籍
が
高

額
で
あ
る
こ
と
や
ニ
ー
ズ

の
高
い
書
籍
は
貸
し
出
せ

る
年
数
や
回
数
に
制
限
が

あ
る
こ
と
、
最
新
の
書
籍

は
電
子
書
籍
化
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　

導
入
に
あ
た
っ
て
は
運

用
経
費
を
含
め
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

地
方
創
生
臨
時

交
付
金
は
約

２
億
１
千
万
円

質
問   

国
の
交
付
金
の
使

い
道
に
つ
い
て
庁
内
で
ど

の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た

の
か
。

答
弁 

（
経
営
企
画
部
長
）

感
染
拡
大
防
止
、
感
染
拡

大
の
影
響
を
受
け
て
い
る

地
域
経
済
や
住
民
生
活
の

支
援
の
目
的
に
沿
っ
た
事

業
を
庁
内
に
周
知
し
て
、

提
出
さ
れ
た
事
業
計
画
を

精
査
し
検
討
し
た
。

　

主
な
も
の
は
感
染
防
止

対
策
と
し
て
公
共
施
設
に

サ
ー
モ
カ
メ
ラ
の
設
置
や

防
災
備
蓄
品
に
感
染
症
防

止
用
品
の
整
備
。
経
済
対

策
と
し
て
市
独
自
の
持
続

化
給
付
金
や
公
共
交
通
事

業
者
に
対
し
て
の
支
援

金
、
生
活
支
援
と
し
て
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
や
就

学
援
助
世
帯
へ
の
補
助
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
後
を
見
据

え
た
財
政
運
営
は

質
問   

市
の
歳
入
の
減
収

が
想
定
さ
れ
る
な
か
で
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の

た
め
に
は
不
要
不
急
の
事

業
の
見
直
し
が
必
要
で

は
。

答
弁 

（
経
営
企
画
部
長
）

現
時
点
で
令
和
２
年
度
は

約
６
億
円
、
令
和
３
年
度

は
約
５
億
円
の
減
収
と
試

算
し
て
い
る
。

（
市
長
）
感
染
症
対
策
に

よ
る
新
た
な
市
民
の
生
活

様
式
に
合
わ
せ
た
事
業
の

見
直
し
を
し
つ
つ
、
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
や
ふ
る

さ
と
牛
久
応
援
寄
附
金
を

活
用
し
な
が
ら
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら

な
い
よ
う
予
算
編
成
を
し

て
い
く
。

市役所の執務室でも対策をとっています

国からも様々な活用事例が示されています

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

○
経
済
支
援

○
秋
の
イ
ベ
ン
ト
対
策

○
避
難
所
対
策

防災ラジオで情報を速やかに皆さんへ
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市独自のＰＣＲ検査についての
考えは

自宅療養者、特に一人暮らし
世帯へのケアは

（答弁）「地域外来·検査センター」が設置されれば、医師会と連携し協力体制をはかる

（答弁）感染者の心のケアも必要と考える

質
問   

市
内
感
染
者
数
、

氏
名
、
住
所
、
性
別
、
感

染
経
路
の
把
握
を
し
て
い

る
の
か
。
自
宅
療
養
者
、

特
に
一
人
暮
ら
し
世
帯
の

買
い
物
な
ど
を
含
め
ケ
ア

は
。

答
弁 

（
保
健
福
祉
部
次
長
）

６
月
８
日
現
在
で
県
内
感

染
者
は
１
６
８
人
で
牛
久

市
内
は
５
人
。
感
染
者
情

報
は
、
性
別
、
年
代
、
症

状
、
経
過
等
が
管
轄
保
健

所
か
ら
市
の
担
当
課
に
報

告
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
個
人
を
特
定
で
き

る
情
報
の
提
供
は
な
い
。

感
染
経
路
は
濃
厚
接
触
者

と
の
接
触
や
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
た
場
合
は
特
定

可
能
、
そ
れ
以
外
は
担
当

部
署
で
も
把
握
し
て
い
な

い
。
家
族
、
職
場
へ
の
誹

謗
中
傷
な
ど
も
あ
り
、
感

染
者
の
心
の
ケ
ア
も
必
要

と
考
え
る
。

市
内
商
工
業
者
へ

の
支
援

質
問   

市
内
企
業
に
対
す

る
市
の
独
自
対
策
に
つ
い

て
、
銀
行
な
ど
の
借
り
入

れ
に
対
す
る
利
子
補
給
や

返
済
の
据
置
き
、
家
賃
補

助
な
ど
の
考
え
は
。

答
弁 

（
市
長
）
市
商
工

会
の
報
告
で
は
、
融
資
で

の
申
請
件
数
が
１
８
７
件

と
あ
る
。ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー

ポ
ン
券
の
迅
速
な
発
行
で

一
定
の
成
果
は
得
ら
れ
る
。

第
２
波
に
備
え
た

対
応

質
問   

市
内
医
療
機
関
で

コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者
の
入

院
は
可
能
か
。
市
内
病
院

と
の
連
携
で
感
染
症
病
棟

の
設
置
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。
感
染
症
病
床
の
確
保

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

答
弁 

（
保
健
福
祉
部
次
長
）

市
内
に
感
染
症
の
病
棟
は

な
い
。
県
内
に
は
１
７
５

室
あ
り
、
５
月
19
日
現
在

30
室
確
保
し
て
い
る
。

質
問   

症
状
が
出
な
い
陽

性
者
か
ら
の
感
染
も
あ

る
。
感
染
拡
大
を
防
ぐ
一

つ
は
検
査
体
制
の
充
実
。

市
内
医
療
機
関
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
で
き
る
体
制
は
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁 

検
査
体
制
の
充
実

の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
今
月
下
旬
に
は
市
医

師
会
と
の
打
ち
合
わ
せ
が

予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
検

討
し
た
い
。

質
問   

前
議
会
で
小
中
一

斉
休
業
に
疑
問
を
呈
し

た
。
ク
ラ
ス
を
分
け
空
き

教
室
を
使
っ
て
の
授
業
や

２
部
授
業
等
考
え
ら
れ
た

は
ず
。
日
本
小
児
科
学
会

の
報
告
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
場
合
と
異
な
り
、

学
校
等
で
子
ど
も
が
感
染

源
と
な
っ
た
集
団
感
染
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
指
摘
。

第
２
波
に
備
え
十
分
検
討

す
べ
き
問
題
で
は
。

答
弁 

（
教
育
長
）
国
の

要
請
に
よ
り
一
斉
に
実
施

し
た
が
、
今
後
の
課
題
も

あ
る
。

質
問   

夏
の
炎
天
下
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
マ
ス
ク
着
用
は

子
ど
も
に
と
っ
て
大
き
な

負
担
。
登
下
校
中
の
熱
中

症
に
ど
う
対
処
す
る
の

か
。

答
弁 

（
教
育
部
長
）
マ

ス
ク
常
時
着
用
が
望
ま
し

い
が
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

守
れ
ば
外
し
て
も
よ
い
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
強
制

す
る
も
の
で
は
な
い
。
学

校
に
連
絡
の
う
え
、
保
護

者
判
断
で
黄
色
い
帽
子
で

の
登
校
も
可
能
で
あ
る
。

　フォーサイト　伊藤裕一 議員

日本共産党　利根川英雄 議員

教育
・
福祉

教育
・
福祉

市政に対する一般質問 行財政教育・福祉 防　災

質
問   

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
状

況
は
。
検
査
を
希
望
し
な

が
ら
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

事
例
は
把
握
し
て
い
る

か
。
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁 

（
保
健
福
祉
部
次
長
）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
は
、
茨
城

県
衛
生
研
究
所
、
帰
国
者

接
触
者
外
来
設
置
医
療
機

関
等
合
わ
せ
５
月
21
日
現

在
７
４
８
５
人
。
検
査
を

希
望
し
な
が
ら
も
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
件
数
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

今
後
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、
行
政
検

査
と
し
て
の「
地
域
外
来
・

検
査
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置

さ
れ
る
際
に
は
、
医
師
会

と
連
携
し
、
協
力
体
制
を

は
か
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

質
問   

休
校
中
の
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
実
施
状
況
、
端

末
・
通
信
環
境
の
確
保
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
備
校

の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

（
教
育
長
）
双
方

向
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

は
実
施
し
て
い
な
い
が
、

動
画
配
信
を
行
っ
て
い
る

学
校
も
あ
る
。
市
の
教
育

委
員
会
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
を
活
用
し

て
作
成
し
た
動
画
を
配

信
、
茨
城
県
教
育
委
員
会

で
は
、
授
業
動
画
を
公
開

し
た
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
中
で
児
童
生
徒

1
人
1
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

前
倒
し
で
今
年
度
に
導

入
、
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
各
校
に
整
備
す
る
。
ｅ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
と
い
う
学
習

ソ
フ
ト
を
利
用
で
き
、
時

代
に
合
っ
た
も
の
を
検
討

す
る
。

市
税
等
の
支
払
い

猶
予

質
問   

市
税
、
社
会
保
険

料
、
各
種
公
共
料
金
等
の

減
免
猶
予
措
置
は
。

答
弁 

（
総
務
部
長
）
市

税
に
つ
い
て
徴
収
猶
予
の

特
例
制
度
を
制
定
、
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
に
つ
い
て
は
実
施
に
向

け
た
条
例
改
正
案
を
本
議

会
に
上
程
し
て
い
る
。
使

用
者
の
減
収
の
状
況
な
ど

か
ら
、
上
下
水
道
使
用
料

の
納
期
延
長
の
対
応
を
す

る
考
え
で
あ
る
。
給
食
費

に
つ
い
て
、
減
免
及
び
支

払
い
猶
予
は
実
施
し
て
い

な
い
が
、
納
付
困
難
な
ど

の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
就
学
援
助
制
度
の
利

用
を
す
す
め
る
。

デ
リ
バ
リ
ー
・
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
支
援

質
問   

う
し
く
グ
ル
グ
ル

大
作
戦
チ
ラ
シ
の
成
果
、

タ
ク
シ
ー
を
活
用
し
た
茨

城
県
デ
リ
バ
リ
ー
推
進
支

援
事
業
へ
の
応
募
の
考

え
、
市
職
員
へ
の
地
元
飲

食
店
利
用
呼
び
か
け
の
考

え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

（
環
境
経
済
部
次
長
）

ク
ー
ポ
ン
券
付
き
チ
ラ
シ

発
行
に
係
る
経
費
を
補

助
、
反
響
は
大
き
く
、
商

工
会
に
は
参
加
店
舗
か

ら
感
謝
の
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
、

20
万
９
１
０
０
円
分
が
使

用
さ
れ
た
。
市
役
所
内
で

も
デ
リ
バ
リ
ー
を
地
元
飲

食
店
に
注
文
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
る
。
タ
ク

シ
ー
の
活
用
に
よ
る
デ
リ

バ
リ
ー
支
援
に
つ
い
て
は

検
討
に
至
っ
て
い
な
い
。

当
該
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
市
町
村
に
お
け
る
効

果
に
注
目
し
た
い
。

ハートフルクーポン券
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（
問
）
対
象
者
は
。
対
象
日
数
、
支
給

額
、
適
用
期
間
は
。

（
答
）
対
象
は
給
与
等
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
被
保
険
者
。
個
人
事
業

主
は
対
象
外
。
就
労
で
き
な
く
な
っ

て
４
日
目
か
ら
対
象
と
な
る
。
１
日

当
た
り
の
支
給
額
は
最
大
で
日
額

３
万
８
８
７
円
。
期
間
は
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
の
間
で
療
養
の
た
め

に
仕
事
が
で
き
な
い
期
間
で
あ
る
。

（
問
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
つ
い
て
、
県
の

共
同
調
達
と
市
の
独
自
調
達
の
ど
ち

ら
を
採
用
す
る
か
、判
断
は
い
つ
ま
で
。

（
答
）
10
月
１
日
リ
ー
ス
開
始
予
定
で

入
札
執
行
等
の
手
続
き
か
ら
、
6
月

中
に
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
問
）
台
数
の
確
保
は
。
市
の
負
担
、

機
器
の
所
有
は
。

（
答
）
児
童
生
徒
数
は
６
９
７
０
人
だ

が
、
す
で
に
配
備
済
等
を
差
し
引
き

（
問
）
更
新
す
る
に
あ
た
り
古
い
消
防

車
両
の
取
り
扱
い
は
。

（
答
）
廃
車
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
問
）
設
置
予
定
の
42
カ
所
の
公
共

施
設
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
決
定
し

た
の
か
。

常　任　委　員　会　審　査　報　告

総
務
常
任
委
員
会
報
告

消
防
団
に
小
型
動
力
消
防
ポ
ン

プ
付
の
普
通
車（
上
町
第
１
分
団
）

と
軽
自
動
車
（
新
地
第
６
分
団
・

大
中
第
１１
分
団
）
を
購
入

国
か
ら
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で

公
共
施
設
へ
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
を
設
置

国
保
に
コ
ロ
ナ
対
策
で
傷

病
手
当
金
を
創
設

小
中
学
生
に
１
人
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト

※牛久市消防団に配置されている車両等

①自動車ポンプ車…６台

⇒消防水利からの送水・放水を行うため

のポンプが内蔵されている自動車

②小型動力消防ポンプ付自動車…２２台

⇒消防水利からの送水・放水を行うため

の可搬型の消防ポンプ（小型動力消防

ポンプ）を搭載した自動車

③給水車…１台

④消防団指令車…２台（普通自動車１台・

軽自動車１台）

※ＧＩＧＡスクール構想とは？
　Society 5.0 時代を生きる子どもたちに
とって、教育におけるＩＣＴを基盤とし
た先端技術等の効果的な活用が求められ
ており、令和時代のスタンダードな学校
像として、全国一律のＩＣＴ環境整備が
急務である。
　このことから、１人１台端末及び高速
大容量の通信ネットワークを一体的に整
備することで、多様な子どもたちを誰一
人取り残すことのない、公正に個別最適
化された学びを全国の学校現場で持続的
に実現させる取り組み。（文部科学省）

※原子力損害賠償紛争解決センターとは？
　原子力損害賠償請求についての和解仲
介手続を実施するため、政府により設け
られた機関である。同センターで行われ
る紛争解決はＡＤＲ（裁判外紛争解決手
段）と言われ、訴訟手続によらない紛争
解決の方法をとっている。

（
問
）
和
解
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
対

応
は
。

（
答
）
弁
護
士
と
相
談
を
し
て
訴
訟
を

提
起
す
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
き

た
い
。

（
問
）
牛
久
市
事
業
者
支
援
金
は
一

律
20
万
円
で
４
５
０
事
業
者
を
想
定

し
て
の
予
算
計
上
で
あ
る
が
、
こ
の

想
定
を
超
え
る
事
業
者
か
ら
申
請
が

あ
っ
た
場
合
の
措
置
と
、
申
請
受
付

事
務
を
行
う
職
員
体
制
に
つ
い
て
伺

う
。

（
答
）
予
定
件
数
を
超
過
し
た
場
合

で
も
交
付
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

打
ち
切
ら
ず
に
追
加
交
付
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
申
請
受
付
事
務
を

行
う
職
員
体
制
に
つ
い
て
は
、
商
工

観
光
課
の
職
員
で
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、
商
工
観
光
課
の
職
員

だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
と
き
は

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

環
境
経
済
部
内
の
協
力
体
制
に
よ
り

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
ビ
ル
内
の
観

光
案
内
ふ
る
さ
と
物
産
コ
ー
ナ
ー「
い

ば
ら
き
自
慢
」
に
つ
い
て
、
市
が
ど

の
程
度
運
営
に
関
与
し
て
い
く
か
。

（
答
）
良
い
物
産
品
が
売
れ
る
こ
と
に

よ
り
市
か
ら
の
補
助
を
最
小
限
に
す

る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
な
が

ら
運
営
に
関
与
し
て
い
き
た
い
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
報
告

当
初
６
１
３
０
台
を
予
定
。
国
負
担

は
１
台
４
万
５
千
円
で
あ
り
、
通
信

費
、
サ
ー
バ
ー
代
等
は
市
負
担
。
機

器
は
市
が
所
有
。

（
問
）
副
反
応
に
よ
る
健
康
被
害
者

が
市
内
に
在
住
し
て
い
る
。
子
宮
頸

が
ん
接
種
の
考
え
方
は
。

（
答
）
平
成
26
年
６
月
か
ら
受
診
は
５

人
で
あ
り
、
国
は
副
反
応
に
よ
り
積

極
的
勧
奨
は
控
え
て
お
り
、
市
も
慎

重
に
対
応
。
20
歳
以
上
の
方
に
は
が

ん
検
診
を
進
め
た
い
。

ICT機器を使用した授業（牛久南中学校）

エスカード牛久ビル内にオープンした『いばらき自慢』

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
今
後
の
考
え
方

原
発
事
故
損
害
賠
償
の

あ
っ
せ
ん
申
立
て

エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
ビ
ル
「
い

ば
ら
き
自
慢
」
へ
の
支
援

市
独
自
の
事
業
者
支
援
金

を
創
設

（
答
）
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る

施
設
に
つ
い
て
、
感
染
予
防
の
観
点

か
ら
す
べ
て
設
置
対
象
と
し
た
。

（
問
）
モ
ニ
タ
ー
で
体
温
を
確
認
す
る

た
め
の
人
的
配
置
や
、
設
置
し
た
カ

メ
ラ
の
管
理
な
ど
を
考
慮
し
、
公
共

施
設
に
一
律
に
設
置
す
る
際
に
は
慎

重
な
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
答
）
先
行
事
例
を
調
査
し
、
設
置
予

定
箇
所
の
状
況
も
踏
ま
え
た
運
用
方

法
を
検
討
し
た
い
。

（
問
）
諸
外
国
に
お
け
る
再
審
の
制
度

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

（
答
）
再
審
請
求
に
対
し
て
、
理
由
が

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
有
罪

判
決
を
取
り
消
し
、
そ
の
上
訴
を
認

め
な
い
国
が
あ
る
。
ま
た
、
再
審
開

始
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
を
禁
止

し
て
い
る
国
も
あ
る
。
再
審
開
始
決

定
に
対
す
る
上
訴
を
認
め
て
い
な
い

国
が
多
い
。

小型動力消防ポンプ付軽四輪駆動消防車

無
実
の
人
は
無
罪
に
！

刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
の
改

正
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
へ

　今回は、②の小型動力消防ポンプ付自動

車について、現在配備されている車両の老

朽化に伴い更新するものです。３台のうち

普通自動車をベースにしたものが１台、軽

四輪駆動車をベースにしたものが２台とな

ります。

　なお、物品購入にあたり、議会の同意が

必要となるのは予定価格 2,000 万円以上の

契約締結についてです。

　この構想に基づき、全ての児童生徒へ順次
配備する予定であったタブレットＰＣについ
て、令和２年度の国庫補助金の前倒しによる
全台数を整備することによる補正予算が編成
されたものです。
　なお、整備費用の負担にあたっては、全児
童の３分の１までは市費による負担、残りの
３分の２について、その半分を国の補助金、
残りは起債をしたうえでの交付税措置が行わ
れることになります。

　平成２３年３月に発生した東京電力 ( 株 )
福島第一原子力発電所の事故により放出され
た放射線に対し、牛久市が行った対策に要し
た費用のうち、東京電力ホールディングス
( 株 ) が支払いに応じていない損害賠償につ
いて、市が原子力損害賠償紛争解決センター
にあっせんを申し立てるにあたり、議会の同
意を求めたものです。
　今回のあっせん申立てでは、平成２３～
２４年度に除染に要した費用（人件費及び
共通消耗品、食品・給食の放射能検査、除
染事業、ホールボディカウンタ検査等に要
した費用）のうち、東京電力ホールディング
ス ( 株 ) が支払いに応じていない金額の合計
７７，３９２，７７２円となります。


